
(57)【要約】

　胃腸管（ＧＩ管）のような患者の管腔内で用いるため

の医療器具が提供される。その医療器具（１００）は胃

腸管内の糞便物（１６）のような固形物を通過させるた

めの貫通チャネル（１０２）を含んでいてよい。ある実

施の形態では、医療器具は貫通チャネルを備えた自動推

進式のカプセル（１００）と、カプセルの貫通チャネル

の内側に配置されたバルーン（１０８）とを含む。膨ら

まされたときバルーンは貫通チャネルを閉鎖する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 に 沿 っ て 貫 通 し 固 形 物 を 通 過 さ せ る 寸 法 を 有 す る チ ャ ネ ル を 備 え 、 組 織 を 刺 激
す る こ と に よ っ て 体 の 管 腔 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ た 装 置 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 部 分 的 に チ ャ ネ ル を 閉 鎖 す る よ う に 適 合 さ れ た 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も 部 分 的 に チ ャ ネ ル を 閉 鎖 す る た め の 膨 張 可 能 な 部 材 を 有 す る 、 請 求 項 ２ 記 載
の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 装 置 が 、 組 織 を 刺 激 す る た め の 少 な く と も ひ と つ の 電 極 を 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療
器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 装 置 に 対 応 す る 臍 部 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 チ ャ ネ ル が 装 置 の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 の 少 な く と も 半 分 の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 を 有
す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 チ ャ ネ ル が 装 置 の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 の 少 な く と も ２ ／ ３ の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 を
有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 チ ャ ネ ル が 少 な く と も 実 質 的 に １ ． ２ ７ ｃ ｍ （ １ ／ ２ イ ン チ ） の 直 径 を 有 す る 、 請 求 項
１ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 チ ャ ネ ル が 少 な く と も 実 質 的 に １ ． ９ ０ ５ ｃ ｍ （ ３ ／ ４ イ ン チ ） の 直 径 を 有 す る 、 請 求
項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 チ ャ ネ ル 内 に 配 置 さ れ た バ ル ー ン を さ ら に 有 し 、
　 上 記 バ ル ー ン が 上 記 チ ャ ネ ル を 少 な く と も 部 分 的 に 閉 鎖 す る た め に 流 体 で 上 記 バ ル ー ン
を 膨 ら ま せ る た め の 拡 張 器 に 流 体 連 通 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 バ ル ー ン を 選 択 的 に 膨 ら ま し そ し て 萎 ま せ る た め の 弁 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載
の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 装 置 の 前 縁 部 分 お よ び 後 縁 部 分 の 間 に 配 置 さ れ た 拡 張 可 能 な 本 体 部 分 を さ ら に 有 す る 、
請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 １ の 電 気 的 な 極 性 を 有 す る 第 １ の 遠 位 の 電 極 お よ び 第 ２ の 電 気 的 な 極 性 を 有 す る 第 ２
の 遠 位 の 電 極 を さ ら に 有 し 、
　 上 記 第 １ の 遠 位 の 電 極 お よ び 上 記 第 ２ の 遠 位 の 電 極 が 装 置 を 体 の 管 腔 内 を 推 進 さ せ る よ
う に 働 く 請 求 項 １ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 １ の 遠 位 の 電 極 お よ び 第 ２ の 遠 位 の 電 極 が 装 置 の 後 縁 部 分 に 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ
て い る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 第 １ の 遠 位 の 電 極 お よ び 第 ２ の 遠 位 の 電 極 が 装 置 の 前 縁 部 分 に 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ
て い る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 体 の 管 腔 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ た 装 置 が カ プ セ ル か ら な り 、
　 上 記 カ プ セ ル が 、 後 縁 部 分 お よ び 前 縁 部 分 の 間 に 配 置 さ れ た 本 体 部 分 と 、 上 記 本 体 部 分
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の 円 周 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 密 閉 リ ン グ お よ び 第 ２ の 密 閉 リ ン グ と を 有 し 、
　 上 記 第 １ の 密 閉 リ ン グ お よ び 上 記 第 ２ の 密 閉 リ ン グ が 拡 張 器 に 流 体 連 通 さ れ て い て 上 記
第 １ の 密 閉 リ ン グ お よ び 上 記 第 ２ の 密 閉 リ ン グ の 間 の 上 記 体 の 管 腔 の 壁 の 円 周 状 部 分 を 上
記 体 の 管 腔 の そ の 他 の 部 分 か ら 隔 離 す る た め の 膨 ら ん だ 形 状 に 膨 張 で き る 、 請 求 項 １ 記 載
の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 第 １ の 密 閉 リ ン グ お よ び 第 ２ の 密 閉 リ ン グ の 間 の カ プ セ ル の 本 体 部 分 に 配 置 さ れ た 凹 部
を さ ら に 有 し 、
　 上 記 凹 部 が 上 記 カ プ セ ル お よ び 臍 部 内 の 作 業 チ ャ ネ ル に 結 合 さ れ た ポ ー ト を 有 し 、
　 上 記 凹 部 が 体 の 管 腔 の 壁 の 組 織 の 構 造 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ て 上 記 組 織 の 構 造 を 覆 う 作
業 空 間 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 柔 軟 な 内 視 鏡 の 遠 位 の 端 部 を 体 の 管 腔 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 さ れ た 装 置 に 取 り 外
し 可 能 に 取 り 付 け る よ う に 適 合 さ れ た 内 視 鏡 ア ダ プ タ ー を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の
医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 全 長 に 亘 っ て 延 在 す る 貫 通 チ ャ ネ ル を 有 し 、 下 部 胃 腸 管 を 通 る よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を
有 す る 装 置 と 、
　 組 織 を 刺 激 し て 上 記 装 置 が 上 記 下 部 胃 腸 管 内 を 推 進 す る よ う に す る た め の 上 記 装 置 に 対
応 す る 少 な く と も ひ と つ の 電 極 と
　 を 有 し 、
　 上 記 貫 通 チ ャ ネ ル が 上 記 装 置 が 上 記 下 部 胃 腸 管 内 を 進 む と き に 糞 便 物 が 上 記 装 置 を 通 過
で き る よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 体 の 管 腔 か ら 物 体 を 除 去 す る 方 法 で あ っ て 、
　 貫 通 チ ャ ネ ル を 有 し 、 上 記 管 腔 内 を 通 る よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る 装 置 を 提 供 す る
過 程 と 、
　 上 記 装 置 を 上 記 管 腔 内 で 動 か し て 、 上 記 装 置 の 上 記 貫 通 チ ャ ネ ル を 通 し て 上 記 装 置 の 上
流 側 の 上 記 管 腔 内 の 物 体 を 上 記 装 置 の 下 流 側 に 配 置 す る 過 程 と 、
　 上 記 貫 通 チ ャ ネ ル を 部 分 的 に 閉 鎖 し て 上 記 管 腔 内 の 物 体 が さ ら に 上 記 貫 通 チ ャ ネ ル を 通
る の を 制 止 す る 過 程 と 、
　 上 記 装 置 を 上 記 管 腔 か ら 引 き 抜 く 過 程 と
　 を 有 す る 、 体 の 管 腔 か ら 物 体 を 除 去 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 物 体 を 装 置 の 下 流 側 に 配 置 す る 過 程 が 、 管 腔 の 組 織 を 刺 激 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ０
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 物 体 を 装 置 の 下 流 側 に 配 置 す る 過 程 が 、 管 腔 の 組 織 を 電 気 的 に 刺 激 す る こ と を 含 む 、 請
求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 物 体 が さ ら に 貫 通 チ ャ ネ ル を 通 る の を 制 止 す る 過 程 が 、 装 置 に 対 応 す る 部 材 を 膨 ら ま せ
る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 装 置 を 胃 腸 管 内 で 動 か す 過 程 を 有 す る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 後 続 の 医 療 的 手 技 の 前 に 腸 を 準 備 す る 手 技 の 一 部 と し て 行 わ れ る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 下 部 胃 腸 管 か ら 糞 便 物 を 取 り 除 く 方 法 で あ っ て 、
　 下 部 胃 腸 管 内 を 通 る よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る 装 置 を 提 供 す る 過 程 と 、
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　 上 記 装 置 を 上 記 下 部 胃 腸 管 内 の 上 記 糞 便 物 を 通 過 す る よ う に 動 か す 過 程 と 、
　 上 記 装 置 に 対 応 す る 部 材 を 拡 張 す る 過 程 と 、
　 上 記 下 部 胃 腸 管 か ら 上 記 装 置 を 引 き 抜 く 過 程 と
　 を 有 す る 、 下 部 胃 腸 管 か ら 糞 便 物 を 取 り 除 く 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 臍 部 と 、
　 胃 腸 管 の 一 部 内 に 配 置 さ れ る 寸 法 お よ び 形 状 を 有 し 、 上 記 胃 腸 管 の 組 織 に 面 す る 外 側 面
を 有 す る 、 上 記 臍 部 の 遠 位 の 端 部 に 対 応 す る 装 置 と
　 を 有 し 、
　 上 記 装 置 が 上 記 胃 腸 管 の 一 部 に 対 す る 作 業 ア ク セ ス を 提 供 す る た め の 上 記 外 側 面 に 配 置
さ れ た 凹 部 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 胃 腸 管 内 で 装 置 を 動 か す た め の 組 織 刺 激 器 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 医 療 器 具
。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 臍 部 に 対 応 し 装 置 の 外 側 面 の 凹 部 と 連 通 し て い る 作 業 チ ャ ネ ル を さ ら に 有 す る 、 請 求 項
２ ７ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 装 置 の 外 側 面 の 凹 部 に 対 応 す る 組 織 を 隔 離 す る よ う に 位 置 決 め さ れ た 上 記 装 置 に 配 置 さ
れ た 少 な く と も ひ と つ の 密 閉 要 素 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 凹 部 の 上 流 側 に 配 置 さ れ た 第 １ の 密 閉 要 素 お よ び 上 記 凹 部 の 下 流 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の
密 閉 要 素 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 体 の 管 腔 の 壁 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 管 腔 内 を 動 く よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を 有 し 、 外 側 面 お よ び 上 記 外 側 面 に 配 置 さ れ た
凹 部 を 有 す る 装 置 を 提 供 す る 過 程 と 、
　 上 記 装 置 を 上 記 管 腔 内 で 動 か し て 上 記 外 側 面 の 上 記 凹 部 を 上 記 管 腔 の 治 療 さ れ る べ き 部
分 を 覆 う よ う に 配 置 す る 過 程 と 、
　 上 記 管 腔 の 上 記 治 療 さ れ る べ き 部 分 を 上 記 管 腔 の 隣 接 す る 部 分 か ら 密 閉 す る 過 程 と 、
　 上 記 管 腔 の 上 記 治 療 さ れ る べ き 部 分 を 治 療 す る 過 程 と
　 を 有 す る 、 体 の 管 腔 の 壁 を 治 療 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 装 置 を 管 腔 内 で 動 か し て 外 側 面 の 凹 部 を 治 療 さ れ る べ き 上 記 管 腔 の 部 分 を 覆 う よ う に 配
置 す る 過 程 が 、 上 記 管 腔 の 組 織 を 刺 激 し て 上 記 装 置 を 動 か す 過 程 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ２ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 管 腔 の 組 織 を 刺 激 し て 装 置 を 動 か す 過 程 が 、 上 記 管 腔 の 上 記 組 織 を 電 気 的 に 刺 激 す る 過
程 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 管 腔 の 治 療 さ れ る べ き 部 分 を 治 療 す る 過 程 が 、 装 置 の 外 側 面 の 凹 部 に 流 体 を 供 給 す る 過
程 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ２ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 以 下 の 仮 特 許 出 願 、 す な わ ち 、 ロ ン グ ら （ Long et al.） に よ っ て ２ ０ ０ １ 年
１ １ 月 ９ 日 に 出 願 さ れ た 出 願 番 号 第 ６ ０ ／ ３ ４ ４ ， ４ ２ ６ 号 「 管 腔 組 織 に ア ク セ ス す る 方
法 （ Method for Providing Access to Luminal Tissue） 」 、 ロ ン グ ら （ Long et al.） に
よ っ て ２ ０ ０ １ 年 １ １ 月 ９ 日 に 出 願 さ れ た 出 願 番 号 第 ６ ０ ／ ３ ４ ４ ， ４ ２ ９ 号 「 ほ ぼ 連 続
し た 通 路 を 備 え た 管 腔 内 を 推 進 す る 器 具 （ Luminal Propulsive Device Having a General
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ly Continuous Passageway） 」 に 基 づ く 優 先 権 を 主 張 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 の 体 の 管 腔 内 を 移 動 す る 医 療 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 医 者 は 典 型 的 に は 長 い 柔 軟 な 内 視 鏡 を 用 い て 患 者 の 胃 腸 管 （ Ｇ Ｉ 管 ） の 内 側 の 組 織 に ア
ク セ ス し て そ の 組 織 を 視 覚 化 す る 。 上 部 胃 腸 管 に 対 し て は 、 医 者 は 患 者 の 鎮 静 さ せ ら れ た
口 を 通 し て 胃 鏡 を 挿 入 し て 食 道 、 胃 、 近 位 の 十 二 指 腸 の 組 織 を 検 査 お よ び 治 療 す る 。 下 部
胃 腸 管 に 対 し て は 、 医 者 は 結 腸 鏡 を 患 者 の 鎮 静 さ せ ら れ た 肛 門 を 通 し て 挿 入 し て 直 腸 お よ
び 結 腸 を 検 査 す る 。 内 視 鏡 に は 、 典 型 的 に は 約 ２ ． ５ ｍ ｍ か ら ３ ． ５ ｍ ｍ ま で の 直 径 の ハ
ン ド ピ ー ス の ポ ー ト か ら 柔 軟 な シ ャ フ ト の 遠 位 の 端 部 ま で 延 在 す る 作 業 チ ャ ネ ル を 有 す る
も の が あ る 。 医 者 は 医 療 器 具 を そ の 作 業 チ ャ ネ ル に 挿 入 し て 患 者 の 体 内 の 組 織 を 診 断 し た
り 治 療 し た り す る こ と が で き る 。 医 者 は 多 く の 場 合 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル に 挿 入 し た 柔 軟
な 生 検 鉗 子 を 用 い て 胃 腸 管 の 粘 膜 の 管 壁 か ら 組 織 の 生 検 を 採 取 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 柔 軟 な 内 視 鏡 の 挿 入 、 特 に 結 腸 へ の 挿 入 は 、 通 常 非 常 に 時 間 を 費 や し 、 薬 剤 を 用 い て 鎮
静 さ れ て い た と し て も 患 者 に と っ て 不 快 な 手 技 で あ る 。 医 者 は 入 り 組 ん だ Ｓ 状 結 腸 、 下 行
結 腸 、 横 行 結 腸 、 お よ び 上 行 結 腸 を 通 し て 柔 軟 な 内 視 鏡 を 推 し 進 め る の に 数 分 間 を 要 す る
こ と も 多 い 。 医 者 は 内 視 鏡 を 挿 入 し な が ら ま た は 内 視 鏡 を 後 退 さ せ な が ら 結 腸 内 の 組 織 を
診 断 お よ び ／ ま た は 治 療 す る こ と が あ る 。 柔 軟 な 内 視 鏡 は Ｓ 状 結 腸 ま た は 左 結 腸 曲 な ど の
結 腸 内 で ル ー プ 状 に な る こ と が あ り 、 そ の た め に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 長 さ が 内 視 鏡 を 収 容
し て い る 結 腸 の 部 分 の 長 さ よ り も 長 い こ と が あ る 。 患 者 の 解 剖 学 的 構 造 お よ び 医 者 の 柔 軟
な 内 視 鏡 を 操 作 す る 技 量 に よ っ て は 、 結 腸 の あ る 部 分 が 検 査 さ れ な い こ と が あ り 、 し た が
っ て 疾 病 が 診 断 さ れ な い リ ス ク が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 イ ス ラ エ ル 国 ヨ ク ニ ー ム （ Yoqneam） の ギ ブ ン ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ リ ミ テ ッ ド （ Given
（ 登 録 商 標 ） Engineering LTD） は Ｍ ２ Ａ （ 商 標 ） 嚥 下 可 能 画 像 化 カ プ セ ル （ Swallowable
 Imaging Capsule） と 呼 ば れ る 器 具 を ア メ リ カ 合 衆 国 で 販 売 し て い る 。 そ の 器 具 は 小 さ な
ビ デ オ カ メ ラ と 、 バ ッ テ リ ー と 、 発 信 機 と を 含 ん で い る 。 そ の 器 具 は 自 然 の 蠕 動 に よ っ て
胃 腸 管 内 を 推 し 進 め ら れ る 。 そ の 器 具 は 現 在 で は 診 断 の 目 的 で 使 用 さ れ 、 胃 腸 管 内 を 患 者
の 自 然 な 蠕 動 運 動 に よ っ て 決 ま る 速 度 で 進 む 。 シ ー ・ モ ッ セ ら （ C. Mosse, et al.） に よ
っ て 出 願 さ れ た 国 際 公 開 第 Ｗ Ｏ ０ １ ０ ８ ５ ４ ８ Ａ １ 号 公 報 は 、 収 縮 性 の 組 織 を 含 む 壁 を 備
え た 通 路 を 通 る よ う に 適 合 さ れ た 自 動 推 進 式 器 具 を 記 載 し て い る 。 そ の 出 願 人 は そ の 器 具
が 腸 鏡 と し て 特 に 有 益 で あ り 栄 養 管 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 生 理 学 的 セ ン サ ー 、 ま た は 通 常 の 内
視 鏡 の よ う な 目 的 物 を 腸 内 に 運 ぶ の に も 用 い ら れ る こ と を 開 示 し て い る 。 内 視 鏡 を 推 し 進
め る た め の 別 の 代 替 物 の 概 要 が 「 腸 鏡 の 技 術 的 進 歩 と 試 験 的 な 器 具 （ Technical Advances
 and Experimental Device for Enteroscopy） ： シ ー ・ モ ッ セ ら （ C. Mosse, et al.） 著
、 北 ア メ リ カ の 胃 腸 管 内 視 鏡 ク リ ニ ッ ク （ Gastrointestinal Endoscopy Clinics of Nort
h America） 、 第 ９ 巻 、 第 １ 号 、 １ ９ ９ ９ 年 １ 月 ： 第 １ ４ ５ 頁 か ら 第 １ ６ １ 頁 」 に 記 載 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 結 腸 鏡 検 査 法 の 間 に 医 者 は 患 者 が 検 査 の た め の 準 備 が 充 分 に お こ な わ れ て お ら ず 大 量 の
糞 便 ま た は 他 の 物 体 が 結 腸 内 を 柔 軟 な 内 視 鏡 が 通 る の を 妨 害 す る か も し れ な い こ と を 見 出
す こ と が 多 い 。 検 査 を 続 行 す る た め の ま た は 検 査 の 直 前 に 結 腸 を 清 掃 す る た め の 器 具 お よ
び 方 法 が 医 者 お よ び 患 者 の 両 方 に と っ て 全 体 の 時 間 お よ び コ ス ト を 節 約 す る だ ろ う 。 し た
が っ て 、 糞 便 の よ う な 妨 害 物 を 収 容 し て い る 管 腔 内 で 器 具 を 動 か す た め の ま た は 内 視 鏡 検
査 の 前 に 妨 害 物 を 徹 底 し て 清 掃 す る た め の 手 段 を 含 む 自 動 推 進 式 の 管 腔 内 器 具 が 必 要 と さ
れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 あ る 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 は 胃 腸 管 （ Ｇ Ｉ 管 ） の よ う な 体 の 管 腔 内 を 移 動 す る よ う に
適 合 さ れ た カ プ セ ル の よ う な 装 置 を 提 供 す る 。 そ の 装 置 は 装 置 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 貫 通 す
る チ ャ ネ ル を 有 す る 。 そ の 貫 通 チ ャ ネ ル は 胃 腸 管 内 の 糞 便 物 の よ う な 固 形 物 を 通 過 さ せ る
寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る 。 そ の 装 置 は 装 置 が 体 か ら 引 き 抜 か れ る と き に 管 腔 か ら 固 形 物 を
回 収 す る よ う に 貫 通 チ ャ ネ ル を 閉 鎖 す る た め の 膨 張 可 能 な 部 材 を 含 ん で い て よ い 。 そ の 装
置 は 管 腔 内 で 装 置 を 動 か す た め に 管 腔 の 組 織 に 電 気 的 な 刺 激 を 与 え る た め の ひ と つ ま た は
複 数 の 電 極 を 含 ん で い て よ い 。 そ の 装 置 は 、 装 置 の 外 側 面 の 凹 部 と 、 凹 部 に 配 置 さ れ た 管
腔 の 組 織 を 管 腔 の 隣 接 す る 部 分 か ら 隔 離 す る た め の ひ と つ ま た は 複 数 の 密 閉 要 素 と を さ ら
に 含 ん で い て よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 糞 便 物 の よ う な 固 形 物 を 管 腔 か ら 取 り 除 く 方 法 を も 提 供 す る 。 ひ と つ の 例 と
し て 、 そ の 方 法 は 後 続 の 外 科 的 手 技 ま た は そ の 他 の 医 療 的 手 技 の 前 に 腸 を 準 備 す る 手 技 の
一 部 と し て 用 い ら れ る 。 あ る 実 施 の 形 態 で は 、 そ の 方 法 は 、 胃 腸 管 内 を 通 る よ う な 寸 法 お
よ び 形 状 の 装 置 を 胃 腸 管 の 組 織 を 電 気 的 に 刺 激 す る な ど し て 胃 腸 管 内 で 動 か す 過 程 と 、 膨
ら ま せ る な ど し て 装 置 の 一 部 を 拡 張 す る 過 程 と 、 装 置 を 胃 腸 管 か ら 引 き 抜 い て 胃 腸 管 か ら
物 体 を 取 り 除 く 過 程 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 新 規 な 特 徴 が 特 許 請 求 の 範 囲 で 詳 し く 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し 、 本 発 明 を
十 分 に 理 解 す る た め に 、 以 下 の 記 載 お よ び 添 付 の 図 面 を 参 照 さ れ た い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は ひ と つ ま た は 複 数 の 上 述 さ れ た 改 良 点 を 備 え た 自 動 推 進 式 の 管 腔 内 医 療 器 具 か
ら な る 。 あ る 例 と し て 、 本 発 明 は ヒ ト の 患 者 の 結 腸 に 用 い る た め に 例 示 さ れ 記 載 さ れ る 。
し か し 、 本 発 明 は ヒ ト お よ び そ の 他 の 哺 乳 動 物 の そ の 他 の 中 空 器 官 の 体 の 管 腔 で の 用 途 に
用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 哺 乳 動 物 の 結 腸 の 壁 １ ４ の 一 部 を 示 し て い て 、 粘 膜 層 ２ 、 粘 膜 下 層 ４ （ リ ン パ 節
１ ２ と 共 に 図 示 さ れ て い る 。 ） 、 輪 状 筋 層 ６ 、 縦 筋 層 ８ 、 お よ び 漿 膜 １ ０ を 示 し て い る 。
自 然 な 蠕 動 は 不 随 意 に 起 こ り か つ 結 腸 の 壁 １ ４ 内 の 内 容 物 か ら の 壁 １ ４ の 膨 満 に よ っ て 通
常 は 誘 発 さ れ る 壁 １ ４ の 段 階 的 な 波 状 の 収 縮 で あ る 。 輪 状 筋 層 ６ お よ び 縦 筋 層 ８ は 収 縮 性
の 組 織 か ら な り 、 電 気 的 な 刺 激 を 受 け る と 収 縮 し て 管 腔 の 刺 激 を 受 け た 部 分 の 円 周 が そ の
瞬 間 に 収 縮 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は カ プ セ ル １ ０ ０ 、 臍 部 １ ４ ０ 、 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ 、 拡 張 器 ４ ０ 、 お よ び 弁 ４ ２ を
有 す る 本 発 明 の 医 療 器 具 １ ０ １ を 示 し て い る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ は 前 縁 部 分 １ ０ ４ 、 お よ び
後 縁 部 分 １ ０ ６ を 有 し 、 患 者 の 肛 門 を 容 易 に 通 る よ う な 寸 法 お よ び 形 状 を 有 す る 。 大 ま か
に 言 っ て 、 カ プ セ ル １ ０ ０ の 外 側 は 結 腸 内 を 容 易 に 摺 動 す る よ う に 滑 ら か で 流 線 型 の 形 状
を 有 し て い る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ の 後 縁 部 分 １ ０ ６ は 結 腸 が 電 気 的 な 刺 激 に よ っ て 収 縮 し た
と き に カ プ セ ル １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ た 臍 部 １ ４ ０ を 後 ろ に 引 き ず り な が ら 前 向 き に 移 動
す る よ う に 先 細 り の 形 状 を 有 す る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ の 形 状 は そ の 他 の 適 切 な さ ま ざ ま な 形
状 で も よ い 。 臍 部 １ ４ ０ は 柔 軟 で あ り 、 結 腸 鏡 の 柔 軟 な シ ャ フ ト と ほ ぼ 等 し い 長 さ を 有 し
、 典 型 的 に は 約 １ ． ７ ｍ の 長 さ を 有 す る 。 臍 部 １ ４ ０ は 好 ま し く は 拡 張 器 ４ ０ お よ び カ プ
セ ル １ ０ ０ の 間 で 流 体 を 輸 送 す る の に 適 し た 薄 い 壁 の 柔 軟 な プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ ま た は
ゴ ム チ ュ ー ブ で 作 ら れ て い る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ は 後 縁 部 分 １ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ か つ 制 御
ユ ニ ッ ト ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 極 を さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 電 気 的 な パ ル ス 波 を 電 極 １ １ ０ に 供 給 す る 。 少 な く と も ひ と つ の 電
極 が 第 １ の 電 気 的 な 極 性 の 電 気 的 な パ ル ス 波 を 供 給 さ れ 、 残 り の 電 極 が 第 ２ の （ 逆 の ） 電
気 的 な 極 性 の 電 気 的 な パ ル ス 波 を 供 給 さ れ る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 少 な く と も ひ と つ の 電
気 的 な 波 形 信 号 を 出 力 す る 周 波 数 発 生 器 を 有 す る 。 適 切 な 波 形 信 号 に は 、 正 弦 波 信 号 、 方
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形 波 信 号 、 三 角 波 信 号 、 お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど が あ る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 フ
ロ リ ダ 州 サ ラ ソ タ （ Sarasota） の ワ ー ル ド ・ プ レ シ ジ ョ ン ・ イ ン ス ツ ル メ ン ト （ World Pr
ecision Instruments） か ら 市 販 さ れ て い る ス テ ィ ミ ュ ラ ス ・ ア イ ソ レ ー タ （ Stimulus Is
olator） の よ う な 定 電 流 源 を も 含 む 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ っ て 操 作 者 は 結 腸 に 電 気 的 な
刺 激 を 加 え た り 刺 激 を 停 止 し た り し て カ プ セ ル １ ０ ０ の 管 腔 内 で の 推 進 を 制 御 で き る よ う
に な る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ っ て 操 作 者 は ほ ぼ 均 一 で も 変 化 し て も よ い 刺 激 と し て の 電
気 的 な パ ル ス 信 号 の 周 波 数 を 制 御 で き る よ う に も な る 。 適 切 な パ ル ス 信 号 の 周 波 数 は ほ ぼ
５ Ｈ ｚ か ら ２ ０ Ｈ ｚ ま で の 範 囲 内 に あ る が 、 約 １ ０ ０ ０ Ｈ ｚ ま で 高 く す る こ と も で き る 。
制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ っ て 操 作 者 は 電 気 的 な 刺 激 の 電 流 の 大 き さ を 制 御 で き る よ う に も な
る 。 電 気 的 な 刺 激 の 適 切 な 電 流 の 大 き さ は ほ ぼ １ ０ ｍ Ａ か ら ５ ０ ｍ Ａ ま で の 範 囲 内 に あ る
が 、 約 １ ０ ０ ｍ Ａ ま で 大 き く す る こ と も で き る 。 し か し 、 波 形 、 周 波 数 、 お よ び 電 流 の 大
き さ を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ 内 の 予 め 決 め ら れ た 値 に し た が っ て 作 業 す る こ と も 可 能 で あ り 、
し た が っ て 操 作 者 は 医 療 的 な 手 技 の 間 に 調 節 を 行 わ な く て も よ い 。 あ る 特 定 的 な 適 切 な タ
イ プ の 電 気 的 な 刺 激 は １ ／ ２ デ ュ ー テ ィ ー サ イ ク ル の １ ５ Ｈ ｚ 、 ３ ０ ｍ Ａ の 方 形 波 信 号 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は こ の 例 で は 結 腸 の 管 腔 で あ る 体 の 管 腔 １ ５ の 内 側 に 配 置 さ れ た カ プ セ
ル １ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ は 貫 通 チ ャ ネ ル １ ０ ２ を 含 ん で い て よ い 。 貫 通
チ ャ ネ ル １ ０ ２ は 糞 便 物 の よ う な 固 形 物 が カ プ セ ル １ ０ ０ を 通 過 で き る よ う な 寸 法 お よ び
形 状 を 有 し て い て よ い 。 貫 通 チ ャ ネ ル １ ０ ２ は ほ ぼ 円 筒 形 の 形 状 （ 図 ５ に 示 す よ う に 端 部
か ら 見 た 場 合 に ほ ぼ 円 形 の 形 状 ） を 有 し て い て よ い が 、 そ の 他 の 形 状 で も よ い 。 貫 通 チ ャ
ネ ル １ ０ ２ は カ プ セ ル １ ０ ０ の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 の 少 な く と も 約 １ ／ ２ の 最 大 の 半 径
方 向 の 寸 法 を 有 し て い て よ く （ 例 え ば 貫 通 チ ャ ネ ル １ ０ ２ は カ プ セ ル １ ０ ０ の 最 大 の 直 径
の 少 な く と も 約 １ ／ ２ の 直 径 を 有 す る ） 、 よ り 詳 し く 言 う と 、 チ ャ ネ ル １ ０ ２ は カ プ セ ル
１ ０ ０ の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 の 少 な く と も 約 ２ ／ ３ の 最 大 の 半 径 方 向 の 寸 法 を 有 し て よ
い 。 例 え ば 、 チ ャ ネ ル １ ０ ２ は 少 な く と も 約 １ ． ２ ７ ｃ ｍ （ １ ／ ２ イ ン チ ） の 直 径 を 有 し
て よ く 、 よ り 詳 し く 言 う と 、 チ ャ ネ ル １ ０ ２ は 少 な く と も 約 １ ． ９ ０ ５ ｃ ｍ （ ３ ／ ４ イ ン
チ ） の 直 径 を 有 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ で は 、 固 形 物 １ ６ は カ プ セ ル １ ０ ０ お よ び 臍 部 １ ４ ０ が 前 向 き （ 左 向 き ） に 移 動 す
る と き に カ プ セ ル １ ０ ０ の チ ャ ネ ル １ ０ ２ 内 を 通 過 す る 。 チ ャ ネ ル １ ０ ２ の 内 側 の 臍 部 １
４ ０ の 遠 位 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た バ ル ー ン １ ０ ８ は 萎 ん だ 形 状 で 示 さ れ て い て 、 固 形 物
１ ６ が カ プ セ ル １ ０ ０ を 通 過 で き る よ う に し て い る 。 電 極 １ １ ０ は 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ （ 図
２ ） か ら の 電 気 的 な パ ル ス 信 号 が 結 腸 の 壁 １ ４ の 収 縮 性 の 組 織 を 電 気 的 に 刺 激 す る と き に
結 腸 の 壁 １ ４ に 接 触 し て い る 。 カ プ セ ル １ ０ ０ の 後 縁 部 分 １ ０ ６ を 取 り 囲 む 壁 １ ４ の 部 分
が 収 縮 し て カ プ セ ル １ ０ ０ は こ の 例 で は 自 然 な 蠕 動 の 向 き と は 逆 の 前 向 き に 「 自 動 的 に 推
進 」 す る 。 図 ４ で は 、 バ ル ー ン １ ０ ８ は 膨 張 し た 形 状 で 示 さ れ て い て 、 チ ャ ネ ル １ ０ ２ を
閉 鎖 し て 固 形 物 １ ６ が カ プ セ ル １ ０ ０ を 通 過 す る の を 阻 止 し て い る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ が
停 止 し て い る 間 、 操 作 者 は 臍 部 １ ４ ０ を 優 し く 引 張 っ て カ プ セ ル １ ０ ０ を 逆 向 き （ 右 向 き
） に 動 か し 、 同 時 に カ プ セ ル １ ０ ０ の 近 位 の 側 に あ る 固 形 物 １ ６ を 取 り 除 く こ と が で き る
。 カ プ セ ル １ ０ ０ が 肛 門 に 向 け て 引 張 ら れ る に つ れ て 、 固 形 物 １ ０ ０ お よ び 付 随 す る 流 体
が 患 者 の 体 の 外 側 の 適 切 な 受 容 容 器 に 回 収 さ れ る 。 こ う し て 腸 の 準 備 が 完 了 し 、 医 者 は 次
に 柔 軟 な 内 視 鏡 を 用 い て 通 常 の 結 腸 検 査 法 を 行 っ て 結 腸 の 内 壁 を 検 査 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ は 複 数 の 遠 位 の 電 極 ２ １ ２ を 備 え た 前 縁 部 分 ２ ０ ４ と 複 数 の 近 位 の 電 極 ２ １ ０ を 備
え た 後 縁 部 分 ２ ０ ６ と を 有 す る カ プ セ ル ２ ０ ０ の 端 面 図 で あ り 、 図 ６ は カ プ セ ル ２ ０ ０ の
側 面 図 で あ る 。 カ プ セ ル ２ ０ ０ は 図 ２ に 示 さ れ た 医 療 器 具 １ ０ １ の 一 部 と し て カ プ セ ル １
０ ０ に 代 わ っ て 用 い ら れ て よ い 。 遠 位 の 電 極 ２ １ ２ は 一 対 の 配 線 ２ １ ９ に よ っ て 制 御 ユ ニ
ッ ト ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 近 位 の 電 極 ２ １ ０ は 一 対 の 配 線 ２ ２ ０ に よ っ て 制 御
ユ ニ ッ ト ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 近 位 の 電 極 ２ １ ０ に 電 気 的
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な パ ル ス 信 号 を 送 る と 、 カ プ セ ル ２ ０ ０ は 前 向 き に 移 動 す る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 遠 位 の
電 極 ２ １ ２ に 電 気 的 な パ ル ス 信 号 を 送 る と 、 カ プ セ ル ２ ０ ０ は 逆 向 き に 移 動 す る 。 制 御 ユ
ニ ッ ト ２ ０ が 遠 位 の 電 極 ２ １ ２ お よ び 近 位 の 電 極 ２ １ ０ の 両 方 に 電 気 的 な パ ル ス 信 号 を 送
る と 、 カ プ セ ル ２ ０ ０ は 後 縁 部 分 ２ ０ ６ お よ び 前 縁 部 分 ２ ０ ４ の 周 り で 結 腸 が 収 縮 す る こ
と に よ っ て そ の 位 置 に 緊 密 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 図 ６ の カ プ セ ル ２ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。 臍 部 ２ ４ ０ の 遠 位 の 部 分 は 凹 部 ２ ２ ４ に
配 置 さ れ た ク リ ッ プ ２ ２ ６ に よ っ て カ プ セ ル ２ ０ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 萎 ん だ 形 状 で
示 さ れ た バ ル ー ン ２ ０ ８ は 臍 部 ２ ４ ０ の 遠 位 の 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い て か つ 拡 張 器 ４ ０
（ 図 ２ ） に 流 体 連 通 さ れ て い る 。 バ ル ー ン ２ ０ ８ が 萎 ん だ 形 状 の と き 、 固 形 物 １ ６ は カ プ
セ ル ２ ０ ０ を 通 過 す る こ と が で き る 。 バ ル ー ン ２ ０ ８ が 膨 ら ん だ 形 状 の と き 、 チ ャ ネ ル ２
０ ２ は 閉 鎖 さ れ て 固 形 物 １ ６ は カ プ セ ル ２ ０ ０ を 通 過 で き な い 。 配 線 ２ １ ９ お よ び 配 線 ２
２ ０ は 密 閉 要 素 ２ ２ ２ を 通 し て 臍 部 ２ ４ ０ の 外 に 出 て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ は 遠 位 の 電 極 ３ １ ２ が 前 縁 部 分 ３ ０ ４ に 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い る こ と お よ び
近 位 の 電 極 ３ １ ０ が 後 縁 部 分 ３ ０ ６ に 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ て い る こ と 以 外 図 ７ の カ プ
セ ル ２ ０ ０ と ほ ぼ 等 し い カ プ セ ル ３ ０ ０ の 端 面 図 で あ り 、 図 ９ は カ プ セ ル ３ ０ ０ の 側 面 図
で あ る 。 遠 位 の 電 極 ３ １ ２ お よ び 近 位 の 電 極 ３ １ ０ の 各 々 は 、 半 径 方 向 に 変 位 し て 最 適 な
電 気 的 な 刺 激 を 確 実 に 与 え る よ う に さ ま ざ ま な 直 径 の 体 の 管 腔 の 壁 と 密 接 に 接 触 す る よ う
な さ ま ざ ま な 形 状 の う ち の ひ と つ が 与 え ら れ た 金 属 製 の 薄 板 ば ね か ら 作 ら れ て い て よ い 。
一 対 の 配 線 ３ １ ９ が 遠 位 の 電 極 ３ １ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 一 対 の 配 線 ３ ２ ０ が 近 位 の 電
極 ３ １ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 図 ７ の カ プ セ ル ２ ０ ０ に つ い て
記 載 さ れ た の と 同 様 に 電 気 的 な パ ル ス 信 号 を 供 給 す る 。 図 １ ０ は カ プ セ ル ３ ０ ０ の 断 面 図
で あ る 。 バ ル ー ン ３ ０ ８ は 臍 部 ３ ４ ０ の 遠 位 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い て か つ 拡 張 器 ４ ０
（ 図 ２ ） に 流 体 連 通 さ れ て い る 。 操 作 者 は 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 さ れ た カ プ セ ル １ ０ ０ に つ
い て 記 載 さ れ た の と 同 様 に チ ャ ネ ル ３ ０ ２ を 閉 鎖 し て 腸 の 準 備 の た め に カ プ セ ル ３ ０ ０ を
使 用 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ １ は カ プ セ ル １ ０ ０ に 代 わ っ て 図 ２ の 医 療 器 具 １ ０ １ で 用 い ら れ る カ プ セ ル ４ ０ ０
の 端 面 図 で あ り 、 図 １ ２ は カ プ セ ル ４ ０ ０ の 側 面 図 で あ る 。 カ プ セ ル ４ ０ ０ は 前 縁 部 分 ４
０ ４ 、 拡 張 可 能 な 本 体 部 分 ４ ０ ５ 、 お よ び 臍 部 ４ ４ ０ に 結 合 さ れ て い る 後 縁 部 分 ４ ０ ６ を
有 す る 。 複 数 の 電 極 ４ １ ０ が 後 縁 部 分 ４ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ て い て か つ 配 線 ４ ２ ０ に よ っ
て 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 前 縁 部 分 ４ ０ ４ は チ ャ ネ ル ４ ０ ２ の 遠 位
の 端 部 に か か る 複 数 の 半 径 方 向 の 支 柱 ４ ０ ３ を 含 ん で い る 。 後 縁 部 分 ４ ０ ６ も 同 様 に チ ャ
ネ ル ４ ０ ２ の 近 位 の 端 部 に か か る る 複 数 の 半 径 方 向 の 支 柱 ４ ０ ７ を 含 ん で い る 。 図 １ ３ の
カ プ セ ル ４ ０ ０ の 断 面 図 で は 、 導 管 ４ １ ６ が チ ャ ネ ル ４ ０ ２ 内 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ
れ て い て か つ 前 縁 部 分 ４ ０ ４ の 中 心 お よ び 後 縁 部 分 ４ ０ ６ の 中 心 に 連 結 さ れ て い る 。 バ ル
ー ン ４ ０ ８ は 導 管 ４ １ ６ の 周 り に 取 り 付 け ら れ て い て か つ 導 管 ４ １ ６ の 少 な く と も ひ と つ
の ポ ー ト ４ ０ ９ を 介 し て 拡 張 器 ４ ０ （ 図 ２ ） に 流 体 連 通 さ れ て い る 。 操 作 者 が 拡 張 器 ４ ０
を 駆 動 す る と 、 バ ル ー ン ４ ０ ８ が 膨 ら ん で チ ャ ネ ル ４ ０ ２ を 閉 鎖 し 本 体 部 分 ４ ０ ５ を 拡 張
し 、 カ プ セ ル ４ ０ ０ は 拡 張 し た 形 状 に な る 。 操 作 者 が バ ル ー ン ４ ０ ８ を 萎 ま せ る と 、 チ ャ
ネ ル ４ ０ ２ は 開 い て カ プ セ ル ４ ０ ０ は 収 縮 し た 位 置 に 復 帰 す る 。 臍 部 ４ ４ ０ の 遠 位 の 端 部
は 導 管 ４ １ ６ の 近 位 の 端 部 に 結 合 さ れ て い る 。 一 対 の 配 線 ４ ２ ０ が 導 管 を 通 っ て 延 び て い
て 電 極 ４ １ ０ を 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 前 縁 部 分 ４ ０ ４ お よ び 導 管 ４
１ ６ の 遠 位 の 部 分 は 好 ま し く は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト の よ う な 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク か ら ひ と つ の
部 品 と し て 射 出 成 形 さ れ て い る 。 後 縁 部 分 ４ ０ ６ お よ び 導 管 ４ １ ６ の 近 位 の 部 分 も 好 ま し
く は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク か ら ひ と つ の 部 品 と し て 射 出 成 形 さ れ て い る 。 拡 張 可 能 な 本 体 部 分
４ ０ ５ は 好 ま し く は あ る 長 さ の ゴ ム 製 チ ュ ー ブ か ら 作 ら れ て い て 、 図 示 さ れ て い る よ う に
後 縁 部 分 ４ ０ ６ お よ び 前 縁 部 分 ４ ０ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 プ ラ グ ４ １ ７ が バ ル ー ン ４
０ ８ を 加 圧 で き る よ う に す る た め に 導 管 ４ １ ６ の 遠 位 の 端 部 に 挿 入 さ れ て い る 。 プ ラ グ ４
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１ ７ は 、 操 作 者 が 導 管 ４ １ ６ お よ び 臍 部 ４ ４ ０ を 吸 引 、 灌 注 、 ま た は 体 の 管 腔 の 外 側 か ら
体 の 管 腔 の 内 側 へ さ ま ざ ま な タ イ プ の 医 療 用 具 を 導 入 す る た め の 作 業 チ ャ ネ ル と し て 用 い
る こ と が で き る よ う に 取 り 外 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ は 操 作 者 が カ プ セ ル ４ ０ ０ （ 図 １ ２ ） を 備 え た 医 療 器 具 １ ０ １ （ 図
２ ） を 用 い て 腸 の 準 備 を 行 う 様 子 を 示 し て い る 。 図 １ ４ で は カ プ セ ル ４ ０ ０ は 壁 １ ４ の 収
縮 性 の 組 織 が 電 極 ４ １ ０ に よ っ て 電 気 的 に 刺 激 さ れ て い る と き に 体 の 管 腔 １ ５ 内 を 移 動 す
る 。 固 形 物 １ ６ は 収 縮 し た 形 状 の カ プ セ ル ４ ０ ０ を 通 過 す る 。 カ プ セ ル ４ ０ ０ の 断 面 が バ
ル ー ン ４ ０ ８ が 塩 水 の よ う な 流 体 で 満 た さ れ カ プ セ ル ４ ０ ０ が 拡 張 し た 形 状 に あ る と き に
つ い て 図 １ ５ の 体 の 管 腔 １ ５ 内 に 配 置 さ れ て 示 さ れ て い る 。 拡 張 可 能 な 本 体 部 分 ４ ０ ５ の
外 径 は 、 操 作 者 が 臍 部 ４ ４ ０ を 引 張 っ た と き に カ プ セ ル ４ ０ ０ の 近 位 の 側 の 固 形 物 ４ ０ ５
が 体 の 管 腔 か ら 取 り 除 か れ る よ う に 十 分 に 増 加 す る 。 臍 部 ４ ４ ０ が 後 縁 部 分 ４ ０ ６ の 中 心
に 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 半 径 方 向 の 支 柱 ４ ０ ７ が 丸 み を 帯 び た 形 状 を 有 し て い る の で 、 カ
プ セ ル ４ ０ ０ は 前 述 さ れ た 実 施 の 形 態 に 比 べ て 体 の 管 腔 内 の 突 出 し た ま た は 平 坦 で な い 組
織 の 構 造 （ 結 腸 の 憩 室 「 ポ ー チ 」 な ど 。 ） に 引 っ か か る 可 能 性 が 低 い 。 カ プ セ ル ４ ０ ０ を
体 の 管 腔 か ら 取 り 除 く 間 、 電 気 的 な 刺 激 は 停 止 さ れ て よ い が 、 カ プ セ ル ４ ０ ０ を 取 り 除 く
間 に 電 気 的 な 刺 激 を 与 え る こ と は 患 者 に 対 し て 必 ず し も 有 害 で は な く 、 有 益 で さ え あ る こ
と も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ６ は 図 ２ の 医 療 器 具 １ ０ １ に よ く 似 て い る 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 で あ る 医 療 器 具
５ ０ １ を 示 し て い る 。 医 療 器 具 ５ ０ １ は 、 カ プ セ ル １ ０ ０ 、 臍 部 １ ４ ０ 、 拡 張 器 の 弁 ４ ２
、 拡 張 器 ４ ０ 、 お よ び 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 含 ん で い る 。 し か し 、 医 療 器 具 ５ ０ １ は 構 成 要
素 と し て 流 体 源 ３ ２ 、 真 空 源 ３ ０ 、 流 体 弁 ３ ４ 、 お よ び 流 体 ラ イ ン ３ ６ を さ ら に 含 ん で い
る 。 操 作 者 は 体 の 管 腔 の 外 側 か ら 体 の 管 腔 の 内 側 へ 吸 引 ま た は 灌 注 を 行 う た め に 医 療 器 具
５ ０ １ を 用 い て よ い 。 流 体 源 ３ ２ は 例 え ば 塩 水 、 水 、 薬 剤 、 表 面 麻 酔 溶 液 、 ま た は 洗 浄 剤
の よ う な 流 体 を 含 ん で い る 。 医 療 器 具 ５ ０ １ は 上 述 さ れ た い ず れ の カ プ セ ル の 実 施 の 形 態
と 共 に 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ７ は 図 ６ の カ プ セ ル ２ ０ ０ と よ く 似 た カ プ セ ル ５ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 カ プ セ ル ５
０ ０ は 複 数 の 近 位 の 電 極 ５ １ ０ を 備 え た 後 縁 部 分 ５ ０ ６ 、 複 数 の 遠 位 の 電 極 ５ １ ２ を 備 え
た 前 縁 部 分 ５ ０ ４ 、 本 体 部 分 ５ ０ ５ 、 お よ び 上 述 さ れ た 実 施 の 形 態 で 記 載 さ れ た よ う に 固
形 物 １ ６ を 通 過 さ せ る た め の チ ャ ネ ル ５ ０ ２ を 有 す る 。 臍 部 ５ ４ ０ は 後 縁 部 分 ５ ０ ６ に 取
り 付 け ら れ て い る 。 し か し 、 カ プ セ ル ５ ０ ０ は 遠 位 の 膨 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ ５ ２ ０ 、 お よ
び 近 位 の 膨 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ ５ ２ ２ を さ ら に 有 す る 。 密 閉 リ ン グ ５ ２ ０ お よ び 密 閉 リ ン
グ ５ ２ ２ は 本 体 部 分 ５ ０ ５ の 周 り を 取 り 囲 ん で 配 置 さ れ て い る 。 ポ ー ト ５ １ ７ を 備 え た 凹
部 ５ １ ５ が 本 体 部 分 ５ ０ ５ の 外 側 面 の 密 閉 リ ン グ ５ ２ ０ お よ び 密 閉 リ ン グ ５ ２ ２ の 間 に 配
置 さ れ て い る 。 カ プ セ ル ５ ０ ０ が 体 の 管 腔 内 に あ る と き 、 凹 部 ５ １ ５ は 体 の 管 腔 の 壁 の 一
部 を 覆 う 密 閉 さ れ た 作 業 空 間 を 形 成 す る 。 ポ ー ト ５ １ ７ に よ っ て 操 作 者 は 医 療 用 具 、 流 体
、 お よ び そ れ ら の 類 似 物 で 体 の 管 腔 の 外 側 か ら 作 業 空 間 の 内 側 に ア ク セ ス で き る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ８ は 図 １ ７ の カ プ セ ル ５ ０ ０ と よ く 似 た カ プ セ ル ６ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 カ プ セ ル
６ ０ ０ は 後 縁 部 分 ６ ０ ６ 、 前 縁 部 分 ６ ０ ４ 、 本 体 部 分 ６ ０ ５ 、 上 述 さ れ た 実 施 の 形 態 で 記
載 さ れ た よ う に 固 形 物 １ ６ を 通 過 さ せ る た め の チ ャ ネ ル ６ ０ ２ を 有 す る 。 臍 部 ６ ４ ０ が 後
縁 部 分 ６ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 カ プ セ ル ６ ０ ０ は カ プ セ ル ５ ０ ０ で 記 載 さ れ た の と
同 様 に 遠 位 の 拡 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ ６ ２ ０ 、 近 位 の 拡 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ ６ ２ ２ 、 凹 部 ６
１ ５ 、 お よ び ポ ー ト ６ １ ７ を さ ら に 有 す る 。 カ プ セ ル ６ ０ ０ は 、 体 の 管 腔 の 壁 と の 電 気 的
な 接 触 を 高 め る た め に カ プ セ ル ６ ０ ０ に 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ た ル ー プ 状 の 裸 の 金 属 ワ
イ ヤ か ら な る 複 数 の 近 位 の 電 極 ６ １ ０ お よ び 複 数 の 遠 位 の 電 極 ６ １ ２ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 図 １ ９ 、 図 ２ ０ 、 お よ び 図 ２ １ は 、 体 の 管 腔 １ ５ 内 の カ プ セ ル ５ ０ ０ を 示 し 操 作 者 が カ
プ セ ル ５ ０ ０ を 用 い て 壁 １ ４ の 組 織 の 構 造 １ ３ を 処 理 す る 様 子 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 操 作
者 は 凹 部 ５ １ ５ が 処 理 さ れ る べ き 壁 １ ４ の 一 部 を 覆 っ て 例 え ば ポ リ ー プ な ど の 組 織 の 構 造
を 覆 っ て 作 業 空 間 ５ １ ６ が 形 成 さ れ る ま で 上 述 さ れ た よ う に 電 気 的 な 刺 激 を 用 い て カ プ セ
ル ５ ０ ０ を 体 の 管 腔 １ ５ 内 で 推 し 進 め る 。 操 作 者 は 手 作 業 で 臍 部 ５ ４ ０ を ね じ っ て カ プ セ
ル ５ ０ ０ を 長 手 方 向 の 軸 を 中 心 に 回 動 さ せ て 組 織 の 構 造 を 作 業 空 間 ５ １ ６ の 中 央 に 配 置 し
て よ い 。 作 業 空 間 ５ １ ６ の 視 覚 化 は さ ま ざ ま な 方 法 に よ っ て 行 わ れ て よ い 。 例 え ば 、 非 常
に 小 さ い 直 径 の 光 フ ァ イ バ ー の 視 覚 化 装 置 （ 図 示 さ れ て い な い 。 ） が 臍 部 ５ ４ ０ お よ び ポ
ー ト ５ １ ７ を 通 し て 導 入 さ れ て 、 凹 部 ５ １ ５ を 組 織 の 構 造 １ ３ を 覆 う よ う に 配 置 し 、 次 に
ポ ー ト ５ １ ７ を 流 体 、 薬 剤 、 お よ び そ れ ら の 類 似 物 を 供 給 す る た め に 用 い る こ と が で き る
よ う に 視 覚 化 装 置 が 取 り 除 か れ て よ い 。 デ ィ ス プ レ イ お よ び 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト （ 図 示 さ れ
て い な い 。 ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 小 型 の カ メ ラ （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ な ど ）
を カ プ セ ル ５ ０ ０ 内 に 導 入 し て 作 業 空 間 ５ １ ６ 内 を 直 接 視 覚 化 す る か カ プ セ ル ５ ０ ０ の 壁
に 設 け ら れ た 窓 を 介 し て 視 覚 化 す る こ と も で き る 。 別 の 視 覚 化 手 段 は 、 図 ２ ２ に 示 さ れ て
い る よ う に カ プ セ ル ５ ０ ０ に 柔 軟 な 内 視 鏡 の 遠 位 の 端 部 を 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け る た め
の も の で あ る 。 ス コ ー プ ア ダ プ タ ６ ０ ０ が カ プ セ ル ５ ０ ０ の チ ャ ネ ル ５ ０ ２ の 内 側 に 取 り
外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 内 視 鏡 ６ ８ ０ の 遠 位 の 端 部 は ス コ ー プ ア ダ プ タ ６ ０ ０ の ア ダ
プ タ ボ ア ６ ８ １ に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 ス コ ー プ ア ダ プ タ ６ ０ ０ 内 の 通 路 ６ ０
３ に よ っ て 上 述 さ れ た 実 施 の 形 態 で 記 載 さ れ た の と 同 様 に 固 形 物 が 通 過 で き る よ う に な り
、 固 形 物 は カ プ セ ル ５ ０ ０ の 前 進 を 妨 害 し な い 。 カ プ セ ル ５ ０ ０ お よ び ス コ ー プ ア ダ プ タ
６ ０ ０ は 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク の よ う な 透 明 な 材 料 か ら 構 成 さ れ て い て よ
い 。 さ ら に 、 内 視 鏡 ６ ８ ０ は 作 業 空 間 ５ １ ６ （ 図 １ ９ ） が 内 視 鏡 ６ ８ ０ の 視 野 内 に 配 置 さ
れ る よ う に ボ ア ６ ８ ０ 内 に 位 置 決 め さ れ て よ い 。 次 に 操 作 者 は 手 技 の 間 に デ ィ ス プ レ イ 上
で 組 織 の 構 造 を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ ０ は 拡 張 器 ４ ０ （ 図 １ ６ ） に 流 体 連 通 し て い て 膨 ら ん だ 形 状 に あ っ て 壁 １ ４ の 円 周
状 部 分 ５ １ ７ を 隔 離 し て い る 密 閉 リ ン グ ５ ２ ０ お よ び 密 閉 リ ン グ ５ ２ ２ を 示 し て い る 。 流
体 源 ３ ２ （ 図 １ ６ ） か ら の 流 体 ３ １ が 作 業 空 間 ５ １ ６ お よ び 円 周 部 分 ５ １ ７ を 満 た す 。 こ
の よ う に カ プ セ ル ５ ０ ０ を 用 い る こ と に よ っ て 、 操 作 者 は 壁 １ ４ の よ り 多 く の 部 分 を 流 体
３ １ に さ ら す の で は な く 少 量 の 流 体 ３ １ を 病 気 に か か っ た 組 織 お よ び 隣 接 す る 組 織 の み に
供 給 す る こ と が で き る 。 図 ２ １ は 組 織 の 構 造 を 治 療 す る た め に ポ ー ト ５ １ ７ を 通 し て 挿 入
さ れ た 医 療 用 具 ５ ２ ４ を 示 し て い る 。 組 織 の 構 造 １ ３ を 治 療 し た 後 に 、 操 作 者 は 密 閉 リ ン
グ ５ ２ ０ お よ び 密 閉 リ ン グ ５ ２ ２ を 萎 ま せ て 、 他 の 実 施 の 形 態 で 記 載 さ れ た の と 同 様 に 体
の 管 腔 １ ５ 内 で カ プ セ ル ５ ０ ０ を 動 か し て よ い 。 バ ル ー ン が さ ら に カ プ セ ル ５ ０ ０ 内 に 構
成 さ れ て い て カ プ セ ル ５ ０ ０ が 上 述 さ れ た 実 施 の 形 態 で 記 載 さ れ た よ う に 腸 を 準 備 す る た
め に も 用 い ら れ る よ う に さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 が い く つ か の 実 施 の 形 態 の 記 載 に よ っ て 例 示 さ れ 、 例 示 的 な 実 施 の 形 態 が か な り
詳 細 に 記 載 さ れ た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 を そ の よ う な 詳 細 な 事 項 に 限 定 す る こ と も し く は い
ず れ の よ う に も 制 限 す る こ と は 本 出 願 人 の 意 図 す る こ と で は な い 。 さ ら に 、 本 発 明 の さ ま
ざ ま な 構 成 要 素 は そ の 構 成 要 素 に 対 応 す る 機 能 を 達 成 す る た め の 手 段 と し て 同 様 に 記 載 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 結 腸 の よ う な 中 空 器 官 の 壁 １ ４ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 カ プ セ ル １ ０ ０ の 端 面 図 お よ び 側 面 図 、 臍 部 １ ４ ０ 、 弁 ４ ２ 、 お よ び 拡 張 器 ４ ０
の 側 面 図 、 お よ び 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 模 式 図 を 含 む 本 発 明 の 医 療 器 具 １ ０ １ を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 カ プ セ ル １ ０ ０ が 固 形 物 １ ０ ６ を 通 す た め の チ ャ ネ ル １ ０ ２ を 含 ん で い る 体 の 管
腔 １ ５ の 内 側 に 配 置 さ れ た 図 ２ に 示 さ れ た カ プ セ ル １ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 バ ル ー ン １ ０ ８ が 膨 ら ん だ 形 状 で 示 さ れ バ ル ー ン １ ０ ８ が チ ャ ネ ル １ ０ ２ を 閉 鎖
し て 固 形 物 １ ６ の 通 過 を 妨 げ て い る 体 の 管 腔 １ ５ の 内 側 に 配 置 さ れ た 図 ２ に 示 さ れ た カ プ
セ ル １ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 複 数 の 遠 位 の 電 極 ２ １ ２ お よ び チ ャ ネ ル ２ ０ ２ を も 示 し て い る カ プ セ ル ２ ０ ０ の
端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の 近 位 の 電 極 ２ １ ０ を も 示 し た 図 ５ に 示 さ れ た カ プ セ ル ２ ０ ０ の 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 チ ャ ネ ル ２ ０ ２ の 内 側 に 取 り 付 け ら れ た 臍 部 ２ ４ ０ と 萎 ん だ 形 状 の バ ル ー ン ２ ０
８ を も 示 し た 図 ６ に 示 さ れ た カ プ セ ル ２ ０ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ た 複 数 の 遠 位 の 電 極 ３ １ ２ お よ び チ ャ ネ ル ３ ０ ２ を も 示
し た カ プ セ ル ３ ０ ０ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 撓 む よ う に 取 り 付 け ら れ た 複 数 の 遠 位 の 電 極 ３ １ ０ を も 示 し た 図 ８ に 示 さ れ た カ
プ セ ル ３ ０ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 チ ャ ネ ル ３ ０ ２ の 内 側 に 取 り 付 け ら れ た 臍 部 ３ ４ ０ お よ び 萎 ん だ 形 状 で 示 さ れ
た バ ル ー ン ３ ０ ８ を も 示 し た 図 ９ に 示 さ れ た カ プ セ ル ３ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 チ ャ ネ ル ４ ０ ２ に か か る 複 数 の 支 柱 ４ ０ ３ を 備 え た 前 縁 部 分 ４ ０ ４ を も 示 し た
カ プ セ ル ４ ０ ０ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 拡 張 可 能 な 本 体 ４ ０ ５ に よ っ て 隔 て ら れ た 前 縁 部 分 ４ ０ ４ お よ び 後 縁 部 分 ４ ０
６ と 、 後 縁 部 分 ４ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ た 臍 部 ４ ４ ０ と を 示 す 図 １ １ に 示 さ れ た カ プ セ ル ４
０ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 チ ャ ネ ル ４ ０ ２ の 内 側 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ 後 縁 部 分 ４ ０ ６ を 前 縁 部 分
４ ０ ４ に 結 合 す る 導 管 ４ １ ６ と 導 管 ４ １ ６ に 取 り 付 け ら れ 萎 ん だ 形 状 で 示 さ れ て い る バ ル
ー ン ４ ０ ８ と を 示 す 図 １ ２ の カ プ セ ル ４ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 縮 小 さ れ た 形 状 で 体 の 管 腔 １ ５ 内 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て カ プ セ ル ４ ０
０ が 前 向 き （ 左 向 き ） に 動 く 間 固 形 物 １ ６ が 通 過 で き る よ う に し て い る 図 １ ３ の カ プ セ ル
４ ０ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 バ ル ー ン ４ ０ ８ が 膨 ら ん だ 形 状 で 示 さ れ て い る 拡 張 し た 形 状 で 体 の 管 腔 １ ５ 内
に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て チ ャ ネ ル ４ ０ ８ を 閉 鎖 し て 操 作 者 が 臍 部 ４ ４ ０ を 引 張 っ て
体 の 管 腔 １ ５ か ら 固 形 物 １ ６ を 取 り 除 け る よ う に し て い る 図 １ ４ の カ プ セ ル ４ ０ ０ の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の 医 療 器 具 １ ０ １ と 同 じ 構 成 要 素 を 含 み 流 体 源 ３ ２ 、 真 空 源 ３ ０ 、 流 体 弁
３ ４ 、 お よ び 流 体 ラ イ ン ３ ６ を も 含 む 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 で あ る 医 療 器 具 ５ ０ １ の 模
式 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ポ ー ト ５ １ ７ を 備 え た 凹 部 ５ １ ５ 、 複 数 の 遠 位 の 電 極 ５ １ ２ 、 複 数 の 近 位 の 電
極 ５ １ ０ 、 お よ び 臍 部 ５ ４ ０ を 含 む カ プ セ ル ５ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 ポ ー ト ６ １ ７ を 備 え た 凹 部 ６ １ ５ 、 固 定 し て 取 り 付 け ら れ た 複 数 の 遠 位 の 電 極
６ １ ２ 、 固 定 し て 取 り 付 け ら れ た 複 数 の 近 位 の 電 極 ６ １ ０ 、 お よ び 臍 部 ６ ４ ０ を 含 む カ プ
セ ル ６ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 凹 部 ５ １ ５ が 作 業 チ ャ ネ ル ５ １ ６ の 内 側 の 組 織 の 構 造 １ ３ を 覆 っ て 配 置 さ れ た
密 閉 し て い な い 形 状 で 示 さ れ た 図 １ ７ の カ プ セ ル ５ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 作 業 空 間 ５ １ ６ が 流 体 の 薬 剤 １ ３ で 満 た さ れ た 密 閉 し た 形 状 で 示 さ れ た 図 １ ９
の カ プ セ ル ５ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 医 療 用 具 ５ ８ ０ が 作 業 空 間 ５ １ ６ 内 で 用 い る こ と が で き る 場 合 と し て 示 さ れ た
図 ２ ０ の カ プ セ ル ５ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 １ ７ の カ プ セ ル ５ ０ ０ 、 内 視 鏡 ア ダ プ タ ６ ０ ０ 、 お よ び 内 視 鏡 ６ ８ ０ の 分 解
斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
２ 　 粘 膜 層
４ 　 粘 膜 下 層
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６ 　 輪 状 筋 層
８ 　 縦 筋 層
１ ０ 　 漿 膜
１ ２ 　 リ ン パ 節
１ ３ 　 組 織 の 構 造
１ ４ 　 結 腸 の 壁
１ ５ 　 管 腔
１ ６ 　 固 形 物
２ ０ 　 制 御 ユ ニ ッ ト
３ ０ 　 真 空 源
３ １ 　 流 体
３ ２ 　 流 体 源
３ ４ 　 流 体 弁
３ ６ 　 流 体 ラ イ ン
４ ０ 　 拡 張 器
４ ２ 　 弁
１ ０ ０ 　 カ プ セ ル
１ ０ １ 　 医 療 器 具
１ ０ ２ 　 貫 通 チ ャ ネ ル
１ ０ ４ 　 前 縁 部 分
１ ０ ６ 　 後 縁 部 分
１ ０ ８ 　 バ ル ー ン
１ １ ０ 　 電 極
１ ４ ０ 　 臍 部
２ ０ ０ 　 カ プ セ ル
２ ０ ２ 　 チ ャ ネ ル
２ ０ ４ 　 前 縁 部 分
２ ０ ６ 　 後 縁 部 分
２ ０ ８ 　 バ ル ー ン
２ １ ０ 　 近 位 の 電 極
２ １ ２ 　 遠 位 の 電 極
２ １ ９ 　 配 線
２ ２ ０ 　 配 線
２ ２ ２ 　 密 閉 要 素
２ ２ ４ 　 凹 部
２ ２ ６ 　 ク リ ッ プ
２ ４ ０ 　 臍 部
３ ０ ０ 　 カ プ セ ル
３ ０ ２ 　 チ ャ ネ ル
３ ０ ４ 　 前 縁 部 分
３ ０ ６ 　 後 縁 部 分
３ ０ ８ 　 バ ル ー ン
３ １ ０ 　 近 位 の 電 極
３ １ ２ 　 遠 位 の 電 極
３ １ ９ 　 配 線
３ ２ ０ 　 配 線
３ ４ ０ 　 臍 部
４ ０ ０ 　 カ プ セ ル
４ ０ ２ 　 チ ャ ネ ル
４ ０ ３ 　 支 柱
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４ ０ ４ 　 前 縁 部 分
４ ０ ５ 　 本 体 部 分
４ ０ ６ 　 後 縁 部 分
４ ０ ７ 　 支 柱
４ ０ ８ 　 バ ル ー ン
４ ０ ９ 　 ポ ー ト
４ １ ０ 　 複 数 の 電 極
４ １ ６ 　 導 管
４ １ ７ 　 プ ラ グ
４ ２ ０ 　 配 線
４ ２ ２ 　 流 体
４ ４ ０ 　 臍 部
５ ０ ０ 　 カ プ セ ル
５ ０ １ 　 医 療 器 具
５ ０ ２ 　 チ ャ ネ ル
５ ０ ４ 　 前 縁 部 分
５ ０ ５ 　 本 体 部 分
５ ０ ６ 　 後 縁 部 分
５ １ ０ 　 近 位 の 電 極
５ １ ２ 　 遠 位 の 電 極
５ １ ５ 　 凹 部
５ １ ６ 　 作 業 空 間
５ １ ７ 　 ポ ー ト （ 円 周 状 部 分 ）
５ ２ ０ 　 遠 位 の 膨 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ
５ ２ ２ 　 近 位 の 膨 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ
５ ２ ４ 　 医 療 用 具
５ ４ ０ 　 臍 部
５ ８ ０ 　 医 療 用 具
６ ０ ０ 　 カ プ セ ル
６ ０ ２ 　 チ ャ ネ ル
６ ０ ３ 　 通 路
６ ０ ４ 　 前 縁 部 分
６ ０ ５ 　 本 体 部 分
６ ０ ６ 　 後 縁 部 分
６ １ ０ 　 複 数 の 近 位 の 電 極
６ １ ２ 　 複 数 の 遠 位 の 電 極
６ １ ５ 　 凹 部
６ １ ７ 　 ポ ー ト
６ ２ ０ 　 遠 位 の 拡 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ
６ ２ ２ 　 近 位 の 拡 張 可 能 な 密 閉 リ ン グ
６ ４ ０ 　 臍 部
６ ８ ０ 　 内 視 鏡
６ ８ １ 　 ア ダ プ タ ボ ア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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